


















東北大学付属病院産婦人科およぴ母子医療センターの昭和 63 年から平成 9 年 8 月までの

血液疾患合併妊娠は90 例あった。この間の入院数は 6693、分娩数は 4755 である。昭和 63

年から平成 4年までの 5年問(前期)ではそれぞれ入院数 3691、分娩数 2423、平成 5～9年

8月(後期)までは入院数 3002、分娩数 2332 であった。   この間、血液疾患合併妊娠の頻

度は前期 47 例(入院数の 1.2%)、後期 43 例(入院数の 1.4%)であり、全体としても入院数

の 1.3%を占めた。しかし、この期間に重ねて妊娠し入院し分娩をしている例があるが、

合併症妊娠の把握には最初の入院 j時の対応が非常に重要である。そこで今回は、血液疾

患合併症妊娠と診断された初回妊娠入院症例前期 39 例、後期 32 例、tota171 例につき解

析した。


